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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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今こそ見直そう 私たちの暮らし
特集 どんどん暑くなる地球　わたしたちの未来が危ない

今こそ見直そう 私たちの暮らし
特集
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どんどん暑くなる地球　わたしたちの未来が危ない

お知らせ　古代蓮の里市民無料駐車券お知らせ　古代蓮の里市民無料駐車券

川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

観光案内所観光案内所
かん こう あん ない じょかん こう あん ない じょ

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　行
ぎょう

田
だ

の観
か ん

光
こ う

名
め い

所
し ょ

や宿
しゅく

泊
は く

施
し

設
せ つ

などを案
あ ん

内
な い

する「観
か ん

光
こ う

案
あ ん

内
な い

所
じ ょ

」。
平
へ い

成
せ い

8年
ね ん

11月
が つ

にJR行
ぎょう

田
だ

駅
え き

前
ま え

にオープンして以
い

来
ら い

、行
ぎょう

田
だ

の魅
み

力
りょく

を伝
つ た

えるため、行
ぎょう

田
だ

を訪
おとず

れる観
か ん

光
こ う

客
きゃく

を「おもてなし」してい
るよ。

　昨
さ く

年
ね ん

は、約
や く

13,000人
に ん

の方
か た

を案
あ ん

内
な い

したというから、行
ぎょう

田
だ

の
観
か ん

光
こ う

案
あ ん

内
な い

にはなくてはならない存
そ ん

在
ざ い

だね。

　また、観
か ん

光
こ う

レンタサイクルの他
ほ か

に電
で ん

動
ど う

アシスト付
つ

き自
じ

転
て ん

車
し ゃ

（有
ゆ う

料
りょう

）も貸
か

し出
だ

しているから、市
し

内
な い

をポタリング（自
じ

転
て ん

車
し ゃ

で
の散

さ ん

策
さ く

）してみてはいかがですか。

5月4日、さきたま古墳公園で第28回さきたま火祭りが開
催されました。火をシンボルにした古代ロマン溢れる祭りを楽しみに、市
内外から約12万人の観光客が訪れました。午後7時過ぎになると、ニニギ
ノ命とコノハナサクヤ姫が輦

れん

台
だい

に乗って登場。産屋に火を放つと観客から
歓声が起こり、祭りは最高潮に達しました。この幻想的な光景に、来場者
誰もが酔いしれていました。

　

行
田
市
域
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
（
1
～
3

世
紀
）
の
遺
跡
が
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
お
ら

ず
、
こ
の
時
期
は
市
域
に
集
落
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
古
墳
時
代
前
期
（
4
世
紀
）
に
な

る
と
、
一
転
し
て
白は

く

鳥ち
ょ
う

田で
ん

遺
跡
（
荒
木
）、
屋
敷

通
遺
跡
（
小
見
）、
文
珠
前
遺
跡
（
白
川
戸
）、

柳
坪
遺
跡
（
白
川
戸
）、
古こ

宮み
や

遺
跡
（
小
敷
田
）、

池
守
遺
跡
（
中
里
）、
小
敷
田
遺
跡
（
小
敷
田
）、

林
遺
跡
（
長
野
）、
諏
訪
山
遺
跡
（
佐
間
）、
北

大
竹
遺
跡
（
藤
原
町
）、
小
針
遺
跡
（
小
針
）、

陣
場
遺
跡
（
渡
柳
）、
武む

良ら

内う
ち

遺
跡
（
樋
上
）、

鴻こ
う

池ち

遺
跡
（
樋
上
）
な
ど
市
内
各
地
に
小
規
模

な
集
落
が
営
ま
れ
始
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
集
落

の
大
半
は
、
低
地
に
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上

に
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
利
根
川
の
洪
水
な
ど
で

肥ひ

沃よ
く

な
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
低
地
に
人
々
が
進

出
し
、
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
の
多
く

の
遺
跡
か
ら
は
、
口

縁
部
の
断
面
形
態
が

S
字
状
を
呈
す
る
薄

手
の
台
付
甕か

め

形
土
器

（
通
称
「
S
字
甕
」）

が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。こ
の
「
S
字
甕
」

は
、
弥
生
時
代
後
期

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

開
拓
者
の
ム
ラ

行田

歴
史
系
譜

3

231

（
2
世
紀
）
に
愛
知
県
の
濃
尾
平
野
で
使
わ
れ
始

め
た
土
器
で
す
。

　

濃
尾
平
野
で
は
、
こ
の
時
期
農
業
が
発
展
し
、

人
口
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
3
世
紀
こ
ろ

に
な
る
と
、
人
々
は
進
ん
だ
農
業
技
術
を
携
え

て
東
へ
西
へ
と
移
動
を
始
め
、
そ
れ
と
共
に
土

器
も
移
動
し
、
関
東
地
方
で
も
「
S
字
甕
」
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
古
墳
時
代
前

期
に
行
田
の
低
地
を
開
発
し
た
人
々
は
、
こ
う

し
た
濃
尾
平
野
の
進
ん
だ
農
業
技
術
を
受
け
継

い
だ
人
々
だ
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
5
世
紀
前
半
に
な
る
と
北
大
竹

遺
跡
、
武
良
内
遺
跡
な
ど
一
部
の
集
落
は
継
続

し
て
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
他
の

集
落
は
姿
を
消
し
、代
わ
っ
て
馬
場
裏
遺
跡
（
長

野
か
ら
桜
町
）、
神
明
遺
跡
（
長
野
）、
小
針
北

遺
跡
（
小
針
）
高た

か

畑ば
た
け

遺
跡
（
下
忍
）
な
ど
の
集

落
が
現
れ
ま
す
。
開
発
は
失
敗
し
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
開
発
が
成
功
し
て
経
済
的
基

盤
が
確
立
し
、
集
落
は
集
約
・
再
編

さ
れ
て
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。
そ
の
証
拠
に
こ
の
時
期
に
営
ま

れ
た
集
落
の
多
く
が
、
こ
の
後
も
長

期
間
に
渡
っ
て
営
ま
れ
続
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

S字甕（北大竹遺跡）


